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あの 衝  撃 の日－2011年3月11日に 突  然 起こった東
しょう げき とつ ぜん

北地方 太  平  洋  沖  地  震 の激しく長い 揺 れと，この地震に
たい へい よう おき じ しん ゆ

よって引き起こされた東日本大震災の発生から約5年

がたちました。この地震はその規模を示すマグニチュ 

ード(Mw)が9.0で， 阪  神 ・ 淡  路 大震災を引き起こした
はん しん あわ じ

兵庫県南部地震の約1,400倍ものエネルギーをもつ 超 
ちょう

 巨  大 地震でした。そして，東北地方沿岸を中心に最大
きょ だい

20mを 超 える巨大津波が押し寄せて， 未  曽  有 の大災害
こ み ぞ う

となったことはまだ 記  憶 に新しいことと思います。茨
き おく

城県でも激しい地震動や津波によって，死者・行方不

明者25名と県史上最大の地震災害となりました。

東北地方太平洋沖地震は，日本列島のあるプレート

とその地下に東側から 沈 み 込 む太平洋プレートとの境
しず こ

界部に，局所的にたまっていた 歪 みが開放されて起
ひず

こった地震で，いくつもの歪みが連動して開放された

ことによってエネルギーが巨大化したと考えられてい

ます。この連動によって岩手県沖から茨城県北部沖に

至る長さ約400km， 幅 約200kmもの広大な領域の海底
はば

が大きく動き，巨大津波を引き起こしたのです。この

とき， 牡  鹿 半島（宮城県）が東南東に532cm移動する
お しか

など，東日本の大地が東へと大きく動きました。

東日本大震災以来，日本列島は地震や火山などの活

動期に入ったともいわれています。現在もなお，大き

な余震や連動して生じたと思われる地震がたびたび起

こっており，余震の発生回数は震災前の3倍程度の高

水準で推移しています。さらに， 御  嶽  山  噴  火 の大災害
おん たけ さん ふん か

をはじめ，各地で火山活動が活発化しています。

近年は集中 豪  雨 や 竜  巻 などによる気象災害も多発し
ごう う たつ まき

ており，昨年9月10日には記録的な集中豪雨によって

常総市で 鬼  怒  川 の 堤  防 が破堤し， 広  範  囲 にわたり 甚  大 
き ぬ がわ てい ぼう こう はん い じん だい

な浸水被害を受けました。今回の特別展示では，東日

本大震災の後5年間で明らかになってきたことを中心

に展示し，さらに鬼怒川の 洪  水 災害についても
こう ずい

 紹 
しょう

 介 し
かい

ます。　　　　　　　　　　　　（教育課　小池　渉）

特別展示 あの衝撃の日から5年　－東日本大震災はなぜ起きたのか－
会期：2016年3月1日（火）～4月10日（日）

ツクバハコネサンショウウオが国内希少野生動植物種に指定されました

2015年12月1日，本県の 筑  波  山  塊 に 生  息 するツク
つく ば さん かい せい そく

バハコネサンショウウオが「国内希少野生動植物種」

に指定されました。

このサンショウウオは，2013年に京都大学の 吉  川 
よし かわ

 夏  彦 氏らによって新種として発表されました。本種は，
なつ ひこ

この地域の山頂付近の森林に生息し， 渓 
けい

 流 源流部の岩
りゅう

場で産卵します。 幼  生 は，約3年間，少し下がった渓
よう せい

流で育ちます。そのため，開発などにより渓流が分断

されると，生息できなくなってしまいます。

 環 
かん

 境  省 では，「
きょう しょう

 絶  滅 のおそれのある野生動植物の種
ぜつ めつ

の保存に関する法律」にもとづいて，絶滅のおそれの

ある野生動植物種を国内希少野生動植物種に指定し，

個体の 捕  獲 ， 譲 り 渡 し等を原則禁止するとともに，必
ほ かく ゆず わた

要に応じ生息地等保護区の指定や保護 増 
ぞう

 殖 
しょく

事業を 実  施 
じっ し

することにより，種の保存を図っています。

今回，ツクバハコネサンショウウオが選ばれたこと

により，生息地域である渓流付近の環境を保全し，一

部の心ない愛好家などによる乱獲から守る取り組みな

どが進むと期待されます。　　　（教育課　潮田好弘）

環境環境トトピックピックスス

ツクバハコネサンショウウオの成体

東日本大震災の爪痕（茨城県日立市・会瀬漁港）津波の巨大な力で流されながら裏返しになった石碑（岩手県陸前高田市）
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これまで，中期計画2015について，Vol.83「教育 普 
ふ

 及 事業の新たな展開」，Vol.84「コレクション機能」，
きゅう

Vol.85「広報活動の新たな展開」と，各課のおもな取

り組みについて取り上げてきました。最終回は，管理

課の「安全で快適な 施  設 の提供」についてです。
し せつ

当館では，入館した 誰 もが安全・快適に過ごせるよ
だれ

うに，館内外の施設設備について，職員による 巡 
じゅん

 視 の
し

ほか，外部有識者等からの助言をもとに，危険 箇  所 等
か しょ

を 把  握 し， 日  頃 の 維  持 
は あく ひ ごろ い じ

 修 
しゅう

 繕 に努めているところです。
ぜん

しかしながら開館から20年以上が経過し，野外木造

施設の 腐 
ふ

 食 
しょく

進行，常設展示の 陳  腐 化，トイレなど設備
ちん ぷ

の 老 
ろう

 朽 化等について来館者から意見をいただくことも
きゅう

多くなってきました。この 状  況 に適切に対応するため
じょう きょう

には，多額の予算を 伴 う大規模な改修が必要であるこ
ともな

とから，年次計画により改修を進めています。ここで

は現在進行中の2つの事業について紹介します。

［木道等整備事業］

当館は15.8haの広大な野外施設をもち，変化に富ん

だ自然地形と自然林の中で，参加体験型の自然観察や

学習ができます。 敷  地 は北側と南側に台地が広がり，
しき ち

台地にはさまれた低地には「とんぼの池」， 傾 
けい

 斜 地に
しゃ

は「水の広場」があります。これらの場所を結ぶ経路

には木道が整備されており，来館者の 湿  性 植物や水中
しっ せい

生物の観察にも利用されているところです。木道は，

傷んだ 床  板 を 随  時  交  換 してきましたが，腐食進行に対
ゆか いた ずい じ こう かん

応できずに，安全確保も不安な状況になってきたこと

から，このたび全面的に木道を整備することとなりま

した。整備延長は約400メートルに 及 ぶ大規模な工事
およ

で，完成は今年夏頃を予定しております。来館者の 皆 
みな

様には工事期間中不便をおかけしますが，完成時には

新しいテーブルベンチも配置され，安全で快適な環境

が整備されますので，ご協力いただきますようお願い

いたします。

［水の生きものコーナー修繕工事］

当館の常設展示は開館以来，大規模な修繕が行われ

ず，近年トラブルが 頻  発 するようになってきました。
ひん ぱつ

なかでも，第3展示室の水の生きものコーナーは，

本県の 久  慈  川 水系をモデルとして，上流から海まで一
く じ がわ

連の 水  槽 で，生きた魚を観察できる人気の展示ですが，
すい そう

水温や水質を安定させる機器の故障が頻発しており，

安定した飼育環境の確保が課題となっています。飼育

生物の健康管理のために優先すべきは水温管理である

ことから，今年度は 冷 
れい

 却 装置であるチラーユニットを
きゃく

 更  新 しております。来年度以降は，水質管理のため，
こう しん

ろ過タンクやポンプの更新を予定しています。設備更

新後も，表向きの展示はこれまでどおりの姿ですが，

博物館の裏側にも必要な予算を確保することにより，

良質なサービスの提供に努めてまいります。

館内では，このほかにも，常設展示で人気の高い 恐 
きょう

 竜 
りゅう

の 動  刻 （動く模型）や，トイレの洋式化等は，来館
どう こく

者サービスに直結することから，優先的な改修が必要

となっています。今後は，施設の 長 
ちょう

 寿 
じゅ

 命 化への対応も
みょう

 踏 まえつつ，これらの改修を計画的に行うことにより，
ふ

来館者にとって安全で快適な施設づくりに取り組んで

まいりたいと考えております。　（管理課　田﨑俊一）

安全で快適な施設の提供 中期計画201中期計画20155４　４

老朽化した「とんぼの池」周辺の木道

 咲 き 誇 る満開の花の下，ふと 振 り
さ ほこ ふ

向くとたよりげなく遠く歩んできた

身の 跡 が
あと

 朧 
おぼろ

 気 に 浮 かんでまいります。
げ う

“明日ありと思う心の 仇 
あだ

 桜 
ざくら

 夜  半 に
よ わ

 嵐 
あらし

の 吹 かぬものかは” 親  鸞 
ふ しん らん

 聖 
しょう

 人 が 
にん

9歳で 得  度 する前夜に 詠 まれたとい
とく ど よ

う有名な歌ですが，明日では夜のう

ちに桜が散ってしまうかもしれない

から今がその時だと，心の決意を桜

の花でお例えになられました。自分

も聖人にあやかりその時が来たこと

を 悟 りました。10年余の博物館人
さと

生は長くもあり，短くもありで，楽

しく過ごすことができました。この

間，職員はもちろん，友の会，ボラ

ンティアの 皆 様をはじめ多くの関係
みな

者の方々に大変お世話になりました。

心から感謝を申しあげます。

茨城県自然博物館は20周年を 迎 
むか

えたばかりのまだ若い 伸 び盛りの博
の

物館です。幹はしっかりと茨城の大

地に根付き，四方に伸びる枝にはこ

れからも毎年満開の花を咲かせてゆ

くことでしょう。

さくら 館長コラム　by director SUGAYA

イラスト：靏見ひかり（ミュージアムコンパニオン)
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モズ
皆さんは木の枝や 有  刺  鉄  線 に 突 き

ゆう し てっ せん つ

 刺 さっている「はやにえ」をみたこ
さ

とがありますか。これは，日本のほ

ぼ全国でみられる野鳥「モズ」の 仕 
し

 業 です。
わざ

モズには満腹・空腹に関係なく，

カエルやバッタ，ミミズ，ネズミな

どの 獲  物 をみつけると本能的に 捕 ら
え もの と

え，小枝などに突き刺しておく独特

な習性があります。これを「はやに

え」といいます。はやにえには，保

存食ではないかという説やなわばり

の目印にしているという説など諸説

がありますが，理由はいまだ明らか

になっていません。また，モズは漢

字で表すと百の舌をもつ鳥「百舌

鳥」と書くように，ほかの鳥の鳴き

 真  似 がとても上手な鳥です。
ま ね

愛らしいすがたに独特な習性を 併 
あわ

せもつモズは当館の第3展示室でご

覧いただけます。また，博物館にお

 越 しの際は，当館の野外で野鳥観察
こ

を楽しんでみてはいかがでしょうか。

（ミュージアムコンパニオン　木村花歩）

小さな発見－ミュージアムコンパニオン－

30年ぶりの珍魚発見 研究報研究報告告　11

昨年の4月，大変 珍 しい深海魚「ドクウロコイボダ
めずら

イ」が 那  珂 
な か

 湊 
みなと

 沖 で 捕  獲 されました。茨城県では，
おき ほ かく

1983年の初記録以来，じつに32年ぶりになります。

ドクウロコイボダイが属するドクウロコイボダイ科

は，世界で3種のみが知られている小さなグループで

す。その内，日本近海からは，ドクウロコイボダイと

ツマリドクウロコイボダイの2種が報告されています。

名前に「イボダイ」とありますが，ドクウロコイボダ

イは，黒や 褐 
かっ

 色 
しょく

の体色に 円  筒  形 のスマートな体型をし
えん とう けい

ており，銀灰色で 扁  平 な体型のイボダイとはまったく
へん ぺい

似ていません。しかし，ドクウロコイボダイの 咽  頭 部
いん とう

には 食 
しょく

 道  嚢 とよばれる 袋  状 の器官があり，この食道嚢
どう のう ふくろ じょう

がイボダイ 亜  目 の共有派生形質であることから，イボ
あ もく

ダイのなかまに分類されています。

ドクウロコイボダイは，世界中の温帯海域から熱帯

海域にかけて非常に広い 範  囲 に分布していますが，そ
はん い

の分布の広さに反して，捕獲される機会は極めてまれ

なため，その生態はほとんどわかっていません。日本

近海でも，各地で数年～数十年に一度という 頻  度 でし
ひん ど

か捕獲されないため， 珍  魚 中の珍魚とされています。
ちん ぎょ

このドクウロコイボダイは，那珂湊沖で操業してい

たメヒカリ漁の底引き 網 船によって捕獲されました。
あみ

その名のとおり，体表はザラザラとした 手  触 りの 硬 い
て ざわ かた

ウロコにおおわれています。DNA 解  析 用に筋肉を採集
かい せき

すると真っ白で油分を豊富に 含 んでいました。和名の
ふく

「ドク」については，200年以上昔に地中海で起きた

食中毒事故が由来のようですが，名づけ親である 阿  部 
あ べ

 宗  明 博士は，検査の結果では毒性はなかったと論文で
とき はる

 言 
げん

 及 
きゅう

しています。しかし，海外の 文  献 では肉に毒性が
ぶん けん

あるとしているものもあり，毒性の有無については，

研究者の間でも意見が分かれています。ドクウロコイ

ボダイの頭を正面からみると，上あごの 先  端 が少しく
せん たん

ぼんで「人」の字のようになっています。まるでイヌ

やキツネの顔のようにもみえるため，大きな目と相

まってとても 愛 
あい

 嬌 がありますが，口を開けてみると，
きょう

 鋭 
するど

い歯がカーブを 描 きながら1列に並ぶステーキナイ
えが

フのような歯列をもっています。この歯を使って海中

に 浮 かぶサルパなど
う

 漂 
ひょう

 泳 性の 被  嚢 動物を 囓 り取って食
えい ひ のう かじ

べていると考えられています。詳しくは，当館の研究

報告第18号に報告しておりますので，ぜひご覧いた

だければと思います。

珍魚「ドクウロコイボダイ」は，当館に 液  浸 標本と
えき しん

して収蔵されています。いつか 皆 さんにお 披  露  目 でき
みな ひ ろ め

る日を楽しみにしております。　（資料課　土屋　勝）

ドクウロコイボダイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：舟橋正隆） 鋭い歯が並んだ口　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：舟橋正隆）

モズ（雄）
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2016年7月，第66回 企  画  展 「ユーラシアステップの
き かく てん

大自然」（仮称）を 開  催 します。ステップとはユーラシ
かい さい

ア大陸の温帯地域に東西数千キロメートルにわたって

分布する草原をいいます。この地域は降水量が少ない

ため，イネ科植物を中心とする樹木を欠いた草原が広

がっています。私は，2001年から2010年にかけて，

モンゴルを中心に東は中国 内  蒙  古 自治区，西はウクラ
うち もう こ

イナまでステップの植物を調査してきました。その成

果を中心にステップの自然とそこに暮らす人々の生活

を企画展で 紹 
しょう

 介 しようと準備を進めています。しかし，
かい

今までの調査は夏に行われ，厳冬期の草原の自然や遊

牧民の生活をみたことがありませんでした。広大なス

テップで現在も遊牧が行われているモンゴルでは，最

も 過  酷 な冬の暮らしが1年のサイクルの中心で，春夏
か こく

秋は冬のためにあるともいわれます。そこで，2016

年1月，厳冬期のモンゴルを調査することとなりました。

調査員は，資料課の宮本，教育課の後藤，そして私

の3名です。調査の期間は，11日から18日までの8日

間，現地調査は13日から16日までの4日間としました。

調査地は，ウランバートル 近  郊 の小さな町，エルデネ
きん こう

とエルデネサントの周辺です。調査の目的は，遊牧民

のゲル（移動式住居）を訪ね，草原の自然， 家  畜 のよ
か ちく

うす，遊牧民の生活を記録することです。調査では2

 軒 のゲルを2日ずつ訪ねる予定でしたが，案内してく
けん

れた協力者の計らいで，4日間で8軒のゲルを訪ねる

ことができました。それぞれのゲルでは大 歓  迎 を受け，
かん げい

遊牧民の生活や客をもてなす文化に直接 触 れることが
ふ

できました。厳しい冬のために準備した干し肉や 冷  凍 
れい とう

肉，馬乳酒やモンゴルアルヒとよばれるアルコール類，

おもに 牛 
ぎゅう

 糞 を利用する燃料など，想像より遊牧民の生
ふん

活は大変豊かなものでした。

この時期のモンゴルの気温は，氷点下30度がふつ

うで40度になることもある中，遊牧民の冬の野営地

は地形を選ぶため，周辺より10度も暖かいといわれ

ます。私たちは半信半疑でしたが，今回の調査でまさ

にこの現象を体験することができました。また，馬，

牛，羊，山羊などの家畜は，冬でも日中は元気に雪の

積もった真っ白の草原で 枯  草 を 食 んでおり，その力強
かれ くさ は

い生命力をみることができました。表紙の冬の馬術競

技もこの調査で取材できた成果のひとつです。

数種の野生動物にも出会うことができました。特に

 絶  滅 が心配されるヒツジのなかま「アルガリ」をみる
ぜつ めつ

ことができたのは幸運でした。これらの成果は企画展

で 詳 しく報告したいと思います。（企画課　小幡和男）
くわ

ウグイの婚姻色
春は出会いと別れ，そして新たな

 恋 の予感を感じる季節です。今回は
こい

そんな春にぴったりなコイのなかま

の話です。

第3展示室の中流 水  槽 ではウグイ
すい そう

を展示しています。 普  段 は地味な銀
ふ だん

色の体をしていますが， 繁 
はん

 殖 
しょく

 期 にな
き

ると， 雄 と 雌 ともに体に黒い3本の
おす めす

ラインが現れ，腹側は 鮮 やかな 朱  色 
あざ しゅ いろ

になります。これを 婚  姻 
こん いん

 色 といい，
しょく

体色が変わるのは異性へのアピール

のためだと考えられています。

ウグイの繁殖期は3月から6月ご

ろなので，現在，水槽内でも婚姻色

が現れはじめています。ウグイに

とっても恋の季節なのです。この魚

をアカハラとよぶ地域があるほど，

この季節は腹が赤く染まり，水槽内

を 華 やかに色どります。
はな

まだウグイの繁殖期ははじまった

ばかりです。水槽内で婚姻色がでて

いないウグイもこれから徐々に体色

が鮮やかになっていきます。水槽の

前ではぜひ足を止め，ウグイの美し

さをご覧ください。

（水系担当　薮内雅英）

おさかな通信

厳冬期のモンゴルの自然調査 研究報研究報告告　22

遊牧民のゲルでのもてなし

婚姻色が現れたウグイ

冬の野営地で羊たちに塩を与える
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2015年12月15日，第4展示室の「 昆 
こん

 虫 のからだの
ちゅう

つくり」コーナーに『 Zoo Mu See 』というコンテン
ズ ー ム シ ー

ツを導入しました。Zoo Mu Seeは，スキャナで取り 込 
こ

んだ高解像度の昆虫の画像を拡大してみることができ

る装置です。Zoo Mu Seeを開発したのは，画像や映像

をテーマにした作品の制作や，学校や科学館などで

ワークショップの 開  催 などを行っている 橋  本  典  久 氏です。
かい さい はし もと のり ひさ

昆虫画像の多くは，標本ではなく生きている状態でス

キャンされたもので，本来の質感や色を保っています。

実物の大きさから 徐  々 に拡大していくことができ，チョ
じょ じょ

ウの 翅 の模様をつくる 鱗  粉 のひとつひとつ，カブトム
はね りん ぷん

シのからだに生えている 微  細 な毛など，200以上の画
び さい

像を拡大してみることができます。

画像の拡大やみるポイントを動かす操作は，タッチ

パッドで行います。 虫 
ちゅう

 体 にカーソルをあわせてタッチ
たい

パッドをタップ（軽くたたく）すると昆虫が拡大し， 

2回タップすると昆虫をつまんだようにして動かすこ

とができます。また，画面中央下のコントロールバーで

も拡大・縮小，画面の移動ができます。小さい子ども

には操作が難しいかもしれませんが，大人が 一  緒 に座
いっ しょ

れるイスもあるので，ご家族で体験してみてください。

現在，Zoo Mu Seeが博物館などの常設展として展

示されているのは， 新  潟 県の 十  日  町 市立里山科学館 
にい がた とお か まち

 越  後  松  之  山 「森の学校」キョロロと当館の2館のみで
えち ご まつ の やま

す。ぜひ，当館の第4展示室に足を運んでいただき，

Zoo Mu Seeと 隣  接 する実物の標本展示とあわせて，
りん せつ

昆虫のからだのつくりの微細な構造の美しさや 精  巧 さ
せい こう

を感じてもらえれば幸いです。　（資料課　中川裕喜）

新展示「Zoo Mu See」がやってきた！

第４展示室に設置された「Zoo Mu See」

ジルコンから分かった「日本最古の地層」

日本列島の歴史は約46億年にわたる地球史のなか

では新しく，大陸から 離 れてほぼ現在の位置に移動し
はな

て日本列島の 概  形 ができたのは約2500万～1500万年
がい けい

前と考えられています。しかし，それよりはるか以前

に大陸やその 縁  辺 部などでできた岩石が日本列島の各
えん ぺん

地にみられ，その起源を探る研究が進められています。

ここでは，茨城県にある「日本最古の地層」と，その

年代を知るために使われるジルコンという鉱物 粒 
りゅう

 子 な
し

どについて 紹 
しょう

 介 します。　
かい

茨城県北東部の日立市から 常  陸  太  田 市にかけて連な
ひ たち おお た

る山地には，日立古生層とよばれる地層が広く分布し

ています。その一部の地層ができたのが約5億1500万

～5億年前の古生代カンブリア紀であり，日本最古の

地層とされています。この年代を調べるために用いら

れたのが岩石に 含 まれていたジルコンです。岩石を 砕 
ふく くだ

いて0.1～0.2mm程度のジルコン粒子を探し出し，こ

の鉱物ができた放射年代を測定することでその年代が

明らかになりました。

なお，日本最古の化石は 岐  阜 県高山市の
ぎ ふ

 凝 
ぎょう

 灰  岩 の地
かい がん

層からみつかったコノドント（ 無  顎  類 の歯の化石）で
む がく るい

す。その形態や岩石の年代測定によって約4億7200万

年前（オルドビス紀中期）の化石と考えられています。

現在，日立古生層のカンブリア紀の地層から化石を探

す取り組みが進められており，もしみつかれば，アノ

マロカリスに代表されるバージェス動物群とほぼ同時

期になり，日本最古の化石となるため，今後の研究の

動向に注目です。　　　　　　　（教育課　小池　渉）

収蔵品紹収蔵品紹介介

日本最古の地層（左）と含まれていたジルコン（右下）　（提供：田切美智雄）

なるほど博物なるほど博物館館
このコーナーは，自然に関するさまざまな情報を，

わかりやすくお伝えするコーナーです。

「Zoo Mu See」を体験しているようす
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トピックス

○「シニア向け自然大学」の実施

「シニア向け自然大学」は，茨城県を中心に自然に

ついて知識を深めたいシニア向けの講座で，平成26

年度の下半期よりスタートしました。動物，植物，地

学と連続3回の講座で，3回の講座に参加した受講者

には 修  了  証 が
しゅう りょう しょう

 授  与 
じゅ よ

されます。平日の金曜日に 実  施 され，
じっ し

これまでに計9回の講座が実施されました。

今年度行われた講座のうち，地学分野の「 恐  竜 時代
きょう りゅう

の海の生きもの」では，担当の 加  藤  太  一 学芸員が，恐
か とう た いち

竜が生きていた時代やその時代の海の生きもの，茨城

県にある恐竜時代の地層についてわかりやすく解説し

大変好評でした。ほかの分野でも「茨城の 絶  滅  危  惧 植
ぜつ めつ き ぐ

物」や「第四紀の海の生きものー茨城の貝化石からわ

かることー」など，茨城の自然を楽しく学ぶことがで

きる講座を実施しました。

今後も，それぞれの分野で興味深いテーマの講座を

準備していきたいと思います。「シニア向け講座」と

 銘 打っておりますが，受講に際しては特に 年  齢 制限は
めい ねん れい

なく，どなたでも参加することができます。ぜひご参

加ください。　　　　　　　　　（教育課　小泉直孝）

○くらしの中の動物展入館者10万人達成！！

2016年1月9日（土），第64回 企  画  展 「くらしの中の
き かく てん

動物－ 嫌 われものの本当のすがた－」の入館者が10
きら

万人に達しました。昨年の10月10日にオープン以来，

ちょうど3か月での達成です。

記念すべき10万人目のお客様となったのは，千葉

県 酒  々  井 町から家族5人で来館した 戸  井  旺  汰 さん（9
し す い と い おう た

 歳 ）です。記念式典では，菅谷博館長から10万人目
さい

の入館証明書が授与され，今回の企画展にちなんだヘ

ビのぬいぐるみや企画展オリジナルクリアファイルな

どのミュージアムグッズがプレゼントされました。旺

汰さんは当館を訪れるのははじめてで，「マンモスを

みにきました。10万人目になってとても 嬉 しいで
うれ

す」との感想をいただきました。記念式典後，3人兄

弟の長男ということで家族の先頭に立って熱心に企画

展をみている姿が印象的でした。

当館は，これからも常設展のみでは伝えきれないタ

イムリーなテーマや身近な 環 
かん

 境 を考えるテーマの企画
きょう

展を開催していきます。博物館へのご来館をお待ちし

ております。　　　　　　　　　（企画課　中里　賢）

○友の会に入って博物館を活用しよう

当館の友の会は，2016年3月で創設22年目を 迎 え
むか

ます。友の会に入会すると，さまざまなイベントに参

加できるなど，博物館をじょうずに活用することがで

きます。今年度は，友の会の活動をより 充 
じゅう

 実 したもの
じつ

にするために，当館が企画する人気イベントに「友の

会 枠 」を設け，優先的に参加できるようにしました。
わく

7月に行われた自然観察会「 挑 
ちょう

 戦 ！オールナイト昆
せん

虫観察！2015」では，「友の会枠」により， 一  般 の参
いっ ぱん

加定員30名とは別に11組31名の会員が参加しました。

定員30名に200名を 超 える 応  募 があったことを考える
こ おう ぼ

と特典としては大変有効だったのではないでしょうか。

また，毎週日曜日に行われる体験型のイベントであ

るサンデーサイエンスを，12月から2月までの3か月

間，第2日曜日の午前中に「友の会枠」をつくり，友

の会会員限定で実施しました。12月の「アンモナイ

トを調べよう」では，38名の友の会会員が参加する

ことができ，大好評でした。

来年度も，「友の会枠」の設置を 継  続 するとともに，
けい ぞく

会員の充実した活動ができるようにさまざまな試みを

行っていきます。　　　　　　　（教育課　潮田好弘）

自然講座「恐竜時代の海の生きもの」のようす

記念式典のようす

「友の会枠」で実施したサンデーサイエンス「アンモナイトを調べよう」
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2015年12月19日から2016年1月24日まで，「2015

年国際 土 
ど

 壌 年記念
じょう

 巡 
じゅん

 回 展　土ってなんだろう？」が，
かい

当館の 企  画 展示室で 開  催 されました。この展示は， 埼 
き かく かい さい さい

 玉 県立川の博物館が主催し，全国8か所の博物館やイ
たま

ベント会場を巡回したもので，当館が最後の開催地で

した。 普  段 ，気にとめることがあまりない「土」につ
ふ だん

いて，土壌モノリスという土の標本や土壌動物の拡大

模型などを展示し，さまざまな観点から，土が私たち

の生活に深い関わりをもっていることを 紹 
しょう

 介 しました。
かい

 皆 さんは，土がどのようにできるかご存じですか。
みな

土は，岩石などが風化によって細かく 砕 かれたものに，
くだ

土壌動物や 菌  類 によって細かく分解された落ち葉や動
きん るい

物の死体があわさって，長い年月をかけてできあがり

ます。「土ができるまで」というコーナーでは，この

過程を豊富な土壌の標本を使ってわかりやすく紹介し

ていました。

また，「ふかふかの土とかたい土」では，畑で耕し

た土と，耕さなかった土の重さを比べる体験コーナー

がありました。意外かもしれませんが，耕していない

土の方が，土のなかの生きもののはたらきが活発でふ

かふかしており，耕した土よりも軽いのです。体験し

た人のなかには，「普段私たちが当たり前だと考えて

いる土に対する知識と 違 った結果に
ちが

 驚 いた」と語って
おどろ

いる方もいました。

今回の展示を通して，身近にある土にも多様性があ

るということ，また，私たちの生活を支える「 縁 の下
えん

の力持ち」であると同時に，守っていかなくてはなら

ないものであるということもお伝えできたのではない

でしょうか。　　　　　　　　　（教育課　潮田好弘）

－８－

東
武
ア
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野
田
線
）

巡回展「土ってなんだろう？」

編集後記
　新社会人1年目の今年度を振り返り，強く心に感じたこ
とがあります。月並みではありますが，人とのつながりを
大切にするということです。今の自分がこうしてあるのは，
たくさんの人に支えられているからだと思います。
　春，出会いと別れの季節ですね。今までの出会いはも
ちろんのこと，これからの出会いも大切に，おごらず，誠
実にたくさんの出会いに向き合っていきたいです。　（Y.T）

展示会場の入り口 土壌モノリスを中心とした展示会場


